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第
22
回
作
家
展

前
期
展
示
作
品

会
期
／
前
期
　
平
成
25
年
10
月
18
日
（
金
）
〜
10
月
23
日
（
水
）

　
　
　
後
期
　
平
成
25
年
10
月
25
日
（
金
）
〜
10
月
30
日
（
水
）

会
場
／
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館

主
催
／
日
本
盆
栽
作
家
協
会

盆
栽
は
作
家
な
く
し
て
作
品
な
し

作
品
な
く
し
て
芸
術
な
し

盆
栽
は
、
十
年
手
元
に
持
つ
と
、
真
に
自
分
の
「
作
品
」
と
な
り

ま
す
。
十
年
と
い
わ
な
い
ま
で
も
、
最
低
で
も
五
年
は
手
元
に
持
っ

て
自
分
の
「
作
品
」
と
し
て
愛
情
を
か
け
て
欲
し
い
。

そ
れ
く
ら
い
心
の
余
裕
が
無
く
て
は
、
楽
し
さ
が
わ
い
て
こ
な
い
し
、

心
の
眼
も
、
真
の
審
美
眼
も
開
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
作
家
と
し
て
の
目
的
意
識
を
持
ち
、
個
性
的
な
作
意
と

創
意
で
作
る
。
そ
こ
で
初
め
て
芸
術
た
り
う
る
も
の
が
誕
生
す
る

の
で
す
。

日
本
盆
栽
作
家
協
会
は
、
盆
栽
界
の
発
展
の
た
め
に
真
の
盆
栽
の

「
作
家
」
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 22 回 作家展 （ 作品の説明をする山田会長 ）

3

琴糸南天　菊岡成泰
晩秋に色あでやかに紅葉する姿が特徴の「琴糸（錦糸）南天」。大変に
成長が遅く、その鉢古さが偲ばれます。

長寿梅　山田登美男　
ボケ科のシドミの変種で、江戸時代に発見されて久しいものです。時代を越えて人気があり、特に四季
咲きすることから、オメデタイ「長寿梅」の名が付けられています。梅花によく似た気品があります。



真柏（銘 清風）　
小林國雄
今までの私の作風は基
本に固執した樹形でし
た。盆栽にかかわり 40
年模索し続けた盆栽美
とは、「面」ではなく「線」
の表現にあることに気
づきました。この作品
を以前の姿（上写真）
と比較してみて下さい。
表面を綺麗にするので
はなく、自然界の厳し
さを現出して、風趣・
風韻を引き出しました。

一檪（いちい）　
野上寿明
十年ぐらい前に山取りさ
れ、譲り受けたものです。
当時二本の水すいであっ
たものを、一本の高い方
を切り取り、短い方で作
り込みました。自然の幹
のおもしろさを活かすよ
うに、手をなるべく加え
ず、自然のままに作り込
んだ作品です。

五葉松　山田登美男
秋の気配を濃くしている山里の松林は、非常
に美しい景観となることがあります。そのよ
うな静かな美しさを再現した作品です。

カエデ石付　矢内信幸
極小の葉性で、永年の鉢持ち込みで端正された
楓盆栽は、これからの紅葉の美しさが楽しみな
作品です。根元の水溜自然石と調和した美しい
姿が見どころです。

五葉松　田中泰道
昭和 40 年頃、山採りができなくなり、日本中の山採り
五葉松が少なくなって、山の実を畑にまいて作りました。
以後 50 年ほど経っています。

杜松　米沢増雄
細幹の老木で、天神を強調した作品で知られている
杜松。精神性の高いサバ幹の動きが印象に残る一盆
といえます。

45 ※ 13 頁の後期展示作品へ続く

真柏　馬場守一
希少価値が高く、人気の天然糸魚川明星山の真柏を
シンプルに仕上げました。
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盆
栽
と
道
教
の
関
係

日
本
の
盆
栽
は
、
中
国
盆
景
を
日
本
の
土
壌

で
養
育
し
、
成
就
さ
せ
た
も
の
で
、
本
質
的
に

は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
道
教
、
儒
教
、
仏

教
（
禅
）
が
日
本
盆
栽
の
根
本
理
念
で
あ
り
、

中
国
盆
景
理
念
と
相
違
す
る
こ
と
は
な
い
。
中

国
神
仙
思
想
、
不
老
長
寿
の
概
念
は
日
本
の
禅

の
自
然
思
想
、
そ
し
て
侘
、
寂
の
美
学
に
共
通

す
る
も
の
を
感
じ
て
い
る
。

水
石
美
に
つ
い
て

水
石
は
、
山
水
、
景
情
を
想
い
自
然
美
を
楽

し
む
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
山
水
と
は
単
な
る

山
や
川
で
な
く
、
俗
界
に
対
峙
す
る
精
神
的
象

徴
で
あ
り
、
哲
学
・
宗
教
・
歴
史
・
文
学
・
美

術
等
の
文
化
的
価
値
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た

存
在
で
あ
り
、
水
石
は
本
質
的
に
は
、
山
水
画

や
仮
山
（
山
水
庭
園
・
枯
山
水
）
と
同
じ
目
的

で
観
賞
さ
れ
る
も
の
、
山
水
を
表
面
化
し
た
も

の
が
山
水
画
で
あ
り
、
立
体
化
し
た
も
の
が
仮

山
で
あ
り
、
盆
上
に
お
さ
め
て
し
ま
っ
た
も
の

が
盆
石（
水
石
）で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
水
石
は
、

無
声
の
山
水
詩
と
言
わ
れ
、
単
な
る
自
然
の
風

景
と
異
な
り
、
非
常
に
広
い
概
念
で
あ
り
、
自

然
の
風
景
（
真
山
水
）
の
み
な
ら
ず
胸
中
の
山

水
、
宗
教
的
山
水
（
神
仙
、
道
教
、
蓬
莱
山
や

す
る
、
と
い
う
こ
の
高
度
な
観
賞
を
す
る
こ
と

が
一
条
件
と
な
る
。

中
国
盆
景
芸
術
家
協
会
・
徐
民
凱
先
生
と

の
対
話
よ
り

※�

１
〜
４
の
太
字
小
見
出
し
は
、
筆
者
か
ら
徐
民
凱

先
生
へ
の
質
問
内
容
で
、
そ
れ
に
対
し
て
徐
先
生

が
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

徐
民
凱
…�

中
国
盆
景
芸
術
大
師
。
中
国
盆
景
芸

術
家
協
会
所
属
。
著
書
に
「
中
国
盆

景
始
祖
論
」
等
多
数
あ
り
。

１ �

中
国
に
お
い
て
盆
景
が
２
０
０
０
年
以
上

継
承
さ
れ
て
き
た
の
は
何
故
な
の
か

元
々
人
間
は
、
自
然
か
ら
生
れ
た
の
で
美
し

い
自
然
、
山
、
水
、
花
、
木
、
草
が
好
き
で
あ
る
。

し
か
も
中
国
は
、
特
に
農
耕
文
明
だ
っ
た
の
で
、

米
・
食
材
な
ど
生
き
物
を
育
成
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
草
原
の
馬
・
狩
猟

文
明
に
盆
景
文
化
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

盆
景
で
詩
や
絵
の
境
地
を
表
し
、
美
し
い
詩
、

詞
、
歌
で
盆
景
を
褒
め
、
画
で
美
し
い
盆
景
を

描
き
、
書
道
の
ラ
イ
ン
と
音
楽
の
リ
ズ
ム
を
盆

景
ラ
イ
ン
の
表
現
に
利
用
し
、
盆
景
芸
術
を
通

じ
中
国
の
主
要
文
化
思
想
を
映
し
続
け
て
き
た
。

２ 

中
国
盆
景
は
何
の
為
に
存
在
し
た
の
か

主
に
、
人
間
の
精
神
需
要
と
物
質
需
要
に
よ

仏
教
の
須
弥
山
な
ど
）
等
を
含
む
。
従
っ
て
山

水
の
詩
文
と
同
様
、
高
く
深
い
精
神
性
を
宿
す

事
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
自
然
を
写
す

芸
術
で
あ
る
が
、
本
来
の
狙
い
は
「
気
」
を
移

す
事
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
っ
て
気
の
韻（
ひ
び
き
）

が
生
動
す
る
の
で
あ
る
。
至
高
霊
妙
な
山
水
の

気
を
画
図
に
写
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
観
者
は
山
水

の
気
と
一
体
と
な
り
、
山
水
の
世
界
に
逍
遥
す
る

事
が
で
き
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
神
遊
」で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
国
の
神
仙
道
教
上
の
思
想
が
日

本
の
文
化
・
思
想
と
な
り
、
水
石
が
成
立
し
て

く
る
。
盆
栽
も
水
石
も
日
本
人
の
自
然
愛
の
心

を
根
底
と
し
て
伝
統
的
に
育
ま
れ
た
奥
ゆ
か
し

い
趣
味
で
あ
る
。

水
石
の
定
義
と
し
て
は
、「
無
理
を
し
な
い
で

持
て
る
程
度
の
大
き
さ
の
一
個
の
自
然
的
で
自

然
景
観
の
美
を
表
現
し
て
い
る
も
の
」
と
な
る
。

大
貫
忠
三
氏
は
、
石
が
景
勝
を
表
現
し
水
が

こ
れ
に
変
化
を
添
え
る
。
こ
の
動
と
静
、
硬
と

和
に
よ
っ
て
か
も
し
だ
さ
れ
る
境
地
こ
そ
水
石

美
の
極
致
と
述
べ
て
い
る
。

大
自
然
の
偉
大
な
る
力
に
よ
っ
て
創
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
自
然
の
中
に
美
を
発
見

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
各
個
人
の
芸
術
意
識
を

根
底
と
す
る
働
き
で
あ
り
、
そ
の
意
識
を
高

め
る
為
に
は
石
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ

と
、
美
し
い
と
感
じ
る
も
の
を
静
か
に
眺
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
美
の
正
体
を
ど
こ
ま
で
も
追
求

る
も
の
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
の
は
精
神
上
の

追
求
で
あ
る
。

（
１
）
物
に
て
志
を
現
す

盆
景
芸
術
に
お
い
て
、命
の
あ
る
花
、草
、木
、

山
、
石
を
素
材
に
し
、
芸
術
創
作
を
通
じ
、
自

然
美
を
映
し
な
が
ら
、
作
者
の
人
生
コ
ン
セ
プ

ト
を
表
し
、
作
者
の
思
想
情
感
を
入
れ
、
情
を

物
に
入
れ
る
目
的
を
遂
げ
る
。

（
２
）
審
美
上
の
需
要

短
縮
と
い
う
方
法
を
利
用
し
、
自
然
の
美
し

い
山
水
及
び
古
樹
名
木
を
小
盆
に
縮
め
、
出
か

け
な
く
て
も
自
然
の
山
水
の
名
勝
の
美
を
感
じ

る
よ
う
に
な
る
。

（
３
）
物
質
上
の
意
味

人
間
は
、
物
質
に
よ
る
快
適
さ
を
求
め
な
が

ら
、
精
神
上
の
満
足
を
求
め
る
。
盆
景
は
審
美

対
象
と
し
て
、
精
神
と
物
質
に
よ
る
二
つ
の
特

性
を
備
え
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
あ
れ
ば
市
場
は
あ

り
、
次
第
に
産
業
を
成
し
経
済
の
発
展
に
つ
な

が
る
。

３ �

中
国
盆
景
の
山
水
思
想
、
特
に
道
教
中
の

「
気
」
と
「
不
老
長
寿
」
に
つ
い
て

道
を
修
め
る
こ
と
に
よ
り
「
仙
」
に
な
り
、

人
間
と
自
然
の
調
和
を
極
め
、
人
・
物
一
体
化

を
通
じ
て
不
老
長
寿
と
い
う
美
し
い
願
望
を
遂

げ
る
と
い
う
思
想
に
影
響
さ
れ
、
盆
景
人
は
、

盆
景
の
制
作
を
通
じ
、
自
然
の
生
命
と
親
し
み
、

身
を
修
め
て
人
格
を
磨
い
て
寿
命
を
延
ば
す
目

的
を
遂
げ
る
事
を
希
望
し
、
か
つ
盆
景
の
創
作

に
よ
り
、
自
分
の
人
生
コ
ン
セ
プ
ト
を
入
れ
、

盆
景
を
毎
日
観
賞
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
精
神

生
命
と
作
品
を
一
体
に
し
、
自
分
の
精
神
生
命

も
延
ば
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

４ �

自
然
を
写
す
と
は
何
か
？
（
樹
姿
、
樹
相
、

樹
霊
）

盆
景
芸
術
は
、
植
物
や
山
石
を
媒
介
物
に
し
、

自
然
の
美
を
凝
縮
再
現
し
、
情
を
物
に
入
れ
る

目
的
を
遂
げ
る
。
そ
の
為
、
ま
ず
、
樹
木
を
理

性
的
に
認
識
す
る
こ
と
は
必
要
と
な
る
。
自
然

樹
木
の
姿
を
見
て
、
そ
の
様
々
な
姿
の
特
性
を

マ
ス
タ
ー
し
、
模
写
す
る
こ
と
で
作
者
に
よ
り

自
然
物
へ
の
表
現
能
力
を
高
め
る
。
そ
し
て
精

神
と
情
感
を
合
わ
せ
、
心
を
込
め
て
樹
木
内
在

の
気
質
と
霊
性
を
悟
り
、
真
実
の
樹
木
を
把
握

す
る
。
自
然
物
に
も
欠
陥
が
あ
り
、
必
ず
心
に

よ
る
取
り
消
し
、
低
減
、
構
築
と
い
う
過
程
を

経
て
、
形
神
上
の
再
現
を
遂
げ
る
。「
心
」
は
、

芸
術
創
作
の
源
で
あ
り
根
本
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
盆
景
の
何
た
る
か
を
知

る
こ
と
は
日
本
盆
栽
の
根
源
を
知
る
こ
と
で
あ

り
、
盆
栽
の
心
を
理
解
す
る
礎
と
な
り
、
盆
栽

作
家
の
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
参
考
と
な
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

日本盆栽作家協会幹事　須藤雨伯

盆栽、水石の源流を探る

《BONSAI》

— 盆栽、水石の礎になった中国盆景の歴史と思想 —

〜中国・西安で開催された 2013 年「唐苑的世界盆景対話」での筆者の講演と対話より〜
　 ※ �紙面の都合で、本稿は、大幅に抜粋・要約されており、詳細は、日本盆栽作家協会

のホームページを参照されたい。（http://nbsk.info）



トレントの古城

地元で探石した水石

「
盆
栽
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
イ
タ
リ
ア
大

会
が
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
イ
・

デ
ッ
ラ
・
パ
ガ
ネ
ッ
ラ
で

開
催
さ
れ
、
講
師
と
し
て

招
か
れ
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
と
し
て
は
、
既
に

８
月
31
日
か
ら
、
誰
で
も

無
料
で
展
示
で
き
る
盆
栽

展
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
筆
者
は
、
９
月
６

日
か
ら
８
日
ま
で
の
最
後

の
３
日
間
の
メ
イ
ン
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
と
し

て
活
動
し
ま
し
た
。

９
月
６
日
の
最
初
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
、

い
き
な
り
30
分
遅
れ
の
開

催
で
、
こ
れ
が
イ
タ
リ
ア

時
間
か
、
先
生
は
生
徒
よ

り
遅
く
来
る
の
が
当
た
り

前
と
の
こ
と
で
び
っ
く
り

で
し
た
！

イ
タ
リ
ア
人
は
、
山
採

り
し
て
来
て
も
、
一
部
の

人
だ
け
は
、
盆
栽
に
作
れ

る
が
、
大
半
の
人
は
、
作

り
方
が
分
か
ら
な
い
。
基

本
的
な
事
は
分
か
っ
て
い

る
様
だ
が
、
木
を
目
の
前

に
す
る
と
発
想
が
浮
か
ば

な
い
の
か
、
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
ら
し
い
。

盆
栽
は
、
自
然
か
ら
見
て

学
び
、
樹
形
は
、
国
風
盆

栽
展
の
木
や
近
代
盆
栽
の

よ
う
な
雑
誌
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
る
様
勧
め
た
。

実
演
と
し
て
、
一
本
づ

つ
先
を
見
据
え
た
樹
形
や

木
筋
を
見
極
め
、
実
際
に

絵
を
描
い
て
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
木
作
り
を
す
る
様

を
見
せ
ま
し
た
。
元
の
姿

か
ら
ど
ん
ど
ん
変
わ
る
姿

に
皆
ア
然
と
し
て
い
ま
し

た
。懇

親
会
で
は
、
美
味
し

い
食
事
の
後
、
お
楽
し
み

「
抽
選
会
」
で
、
５
ユ
ー
ロ

で
５
枚
の
く
じ
券
を
会
員

が
購
入
し
、
景
品
は
、
山

野
草
や
小
品
盆
栽
、
地
元

の
石
、
盆
栽
雑
誌
等
で
盆

栽
宝
く
じ
と
い
っ
た
感
じ

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。非

常
に
実
の
あ
る
大
会

で
し
た
。
今
後
イ
タ
リ
ア

の
盆
栽
は
、
急
速
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

９
月
13
日
、
先
週
の
イ

タ
リ
ア
大
会
に
続
い
て
、

ス
ペ
イ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
、
イ
タ
リ
ア
と
同
様
に

講
師
と
し
て
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

カ
ス
テ
リ
ョ
ン
市
内
を

散
歩
す
る
と
、
イ
タ
リ
ア

と
街
並
み
の
雰
囲
気
が
違

う
の
で
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
と
び
っ
く
り
。
そ
し
て

ス
ペ
イ
ン
の
盆
栽
事
情
で

特
徴
的
な
の
は
、
イ
タ
リ

ア
も
そ
う
で
す
が
、
と
に

か
く
若
い
人
が
多
い
！

技
術
は
、
ま
だ
ま
だ
イ

タ
リ
ア
に
は
及
ば
な
い
も

の
の
、
熱
気
は
十
分
に
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

午
後
６
時
よ
り
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開

始
。
カ
ス
テ
リ
ョ
ン
市
長
、

日
本
大
使
館
駐
在
員
等
が

参
加
し
て
の
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
。
そ
の
間
、
床
の

間
の
飾
り
方
を
実
演
し
ま

し
た
。

最
終
日
は
、
地
元
の
カ

ス
テ
リ
ョ
ン
盆
栽
会
会
長 

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
氏
と
盆
栽

園
園
主 

ザ
ビ
エ
ル
氏
と

３
人
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

針
金
か
け
は
２
人
と
も

上
手
く
な
い
け
ど
、
形
は
、

さ
ま
に
な
っ
て
い
る
。
会

員
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
で
、

３
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。　
　

　
　

  　
（
吹
田 

勇
雄
）

日本盆栽作家協会ヨーロッパ支部主催
2013 年 9 月 6 日〜 8 日

イタリア・ファイ・デッラ・パガネッラ

BONSAI サマーフェスティバル

イタリア大会

（日本盆栽作家協会講師）

　　吹田 勇雄

★

２
０
１
３
年 

９
月
13
日
〜
15
日

ス
ペ
イ
ン
・
カ
ス
テ
リ
ョ
ン
市

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ス
ペ
イ
ン
大
会

89

３人でのデモンストレーション （上）　�オープニングセレモニー

（左上・左）　女性会員も参加してのワークショップ

（右頁）　デモンストレーション
（上）ヨーロッパ支部役員達と共に
（左）　地元の新聞にも紹介されました
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1011

★

私
は
、
９
月
24
日
に
出
発
し

て
翌
日
25
日
か
ら
３
日
間
、
金

檀
市　

宝
盛
園
で
開
催
さ
れ
た

世
界
大
会
に
招
待
さ
れ
て
出
席

し
ま
し
た
。
開
会
式
は
25
日
午

前
10
時
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
広

場
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
約

４
０
０
名
位
で
20
カ
国
か
ら
の

参
加
で
あ
り
ま
し
た
。

園
主
、
辛
宝
盛
氏
よ
り
開
会

の
挨
拶
、
更
に
Ｗ
Ｂ
Ｆ
Ｆ
会
長

の
胡
会
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を

行
っ
た
。

中
国
各
地
か
ら
す
ば
ら
し
い

作
品
が
集
め
ら
れ
、
屋
外
展
示

場
と
室
内
展
示
場
に
分
か
れ
て

の
盛
大
な
催
し
と
な
り
、
一
部

未
完
成
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、

辛
園
主
の
ご
努
力
を
心
か
ら
多

と
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
日
目
は
「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ

ト
」
を
開
き
、
清
水
勇
人
さ
い

た
ま
市
長
も
駆
け
つ
け
ま
し
て
、

金
檀
市
の
丁
市
長
と
記
念
品
を

交
換
す
る
な
ど
親
善
も
高
め
ら

れ
、更
に
安
倍
晋
三
首
相
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
農
水
省
副
大
臣
が
代

読
さ
れ
た
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト

は
「
大
宮
音
頭
」
を
踊
り
締
め

ま
し
た
。

３
日
目
は
、
第
８
回
大
会
の

開
催
地
の
選
定
で
理
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。
当
初
、
台
湾
が
立

候
補
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
さ

い
た
ま
市
の
動
き
を
見
て
開
催

申
請
書
の
提
出
を
せ
ず
、
さ
い

た
ま
市
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
だ
け
が
行
わ
れ
満
場
一
致
で
、

第
８
回
大
会
は
、
さ
い
た
ま
市

で
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た
。

今
後
の
準
備
次
第
で
、グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
盆
栽

文
化
の
道
が
開
く
こ
と
だ
ろ
う

と
思
う
。
日
本
盆
栽
作
家
協
会

と
し
て
も
全
面
的
に
協
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
期
待
す
る
次
第

で
す
。　
　

今
度
の
中
国
盆
景
国
家

大
展
は
、
非
常
に
す
ば
ら

し
か
っ
た
。
色
々
な
国
の

盆
栽
を
愛
す
る
人
々
の

交
流
の
場
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
。
会
場
が
広
大

な
の
で
ゆ
っ
た
り
と
観

賞
で
き
た
。
た
だ
床
飾
り

を
演
出
す
る
余
韻
の
あ

る
席
飾
り
も
あ
れ
ば
な

お
良
か
っ
た
と
思
う
。

中
国
の
大
型
盆
景
は
、

確
か
に
大
き
く
、
強
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
「
気
」
を
も
ら

え
る
。
日
本
の
場
合
は
、

「
形
小
相
大
」
と
い
う
短

詩
や
俳
句
の
よ
う
に
凝

縮
さ
れ
た
中
に
広
が
り

と
精
神
的
な
奥
の
深
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。

盆
景
が
生
ま
れ
た
の
は

中
国
で
あ
る
が
、
日
本

人
の
感
性
と
美
意
識
に

よ
っ
て
今
の
盆
栽
の
型

が
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
背

景
に
あ
る
目
に
見
え
な

い
物
を
も
想
像
さ
せ
る

侘
寂
や
も
の
の
あ
わ
れ

な
ど
も
表
現
し
て
欲
し

い
。い

ず
れ
に
し
て
も
力
の

あ
る
愛
好
家
や
業
者
が

協
力
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
は
有
り
難
い
こ
と

で
あ
る
。
大
い
に
力
を
借

り
、
盆
栽
の
普
及
発
展
に

つ
な
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

中
国
の
盆
栽
に
対
す
る

情
熱
の
高
さ
に
は
敬
服

さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら

世
界
の
盆
栽
は
中
国
が

主
導
権
を
握
り
そ
う
だ
。

      　

 

（
小
林
國
雄
）

「
２
０
１
３
中
国 

古
鎮 

盆
景
国
家
大
展
」

　
　
　
　

２
０
１
３
年 

９
月
29
日
～
９
月
30
日

　
　
　
　

中
国
・
広
東
省
中
山
市　

（日本盆栽作家協会代表幹事）

　　　　　山田登美男    

右
頁
上　

次
回
・
第
８
回
世
界
盆
栽
大
会
の
日
本
誘
致
が
決
ま
り
、
喜
ぶ
日
本
代
表
団

右
頁
下　

会
場
風
景
と
挨
拶
す
る
山
田
代
表
幹
事

右
頁
左　

会
場
で
握
手
す
る
中
国
盆
景
芸
術
家
協
会
会
長 

蘇
放
氏
と
山
田
代
表
幹
事

左
頁
写
真
５
点　
「
古
鎮 

盆
景
国
家
大
展
」
会
場
風
景
。
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皐月（晃山）　秋山 実
皐月の枝棚は、平面的に作るのが一般的ですが、枝に縦
の動きをつけ、自然味のある樹形作りをしてみました。

後
期
展
示
作
品

13

いわしで　山田登美男
今年の夏は大変な猛暑で葉物盆栽は培養に気くばりを要しましたが、ようやく秋の紅葉シーズンとなりました。根張り
よく、安定した双幹の老木と鉢との調和が景の広がりを更に引き立てています。

真柏　今井千春
細幹ながら、水吸い、舎利の絡みは理想的で枝葉の量を抑え、
自然の厳しさと共に優雅さを表現しました。

お知らせ

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
期
待
!!

当
作
家
協
会
は
、
盆
栽
の
ス
テ
ー
タ

ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
、

社
会
的
に
高
品
位
な
ブ
ラ
ン
ド
盆
栽
を

確
立
す
る
為
、
作
家
の
高
揚
を
図
る
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

盆
栽
界
に
お
い
て
、
最
初
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
は
、
20
年
程
前
に
当
協
会

が
主
催
し
た
「
高
木
盆
栽
美
術
館 

オ
ー

プ
ン
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
あ
り
、

印
象
深
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
盆
栽

愛
好
者
で
仏
文
学
者
の
栗
田
勇
先
生
、

日
本
盆
栽
学
会
副
会
長
で
弁
護
士
の
丸

島
秀
夫
先
生
、
高
木
盆
栽
美
術
館
の
高

木
禮
二
館
長
、
そ
の
他
二
人
の
パ
ネ
リ

ス
ト
に
よ
る
催
し
で
あ
り
ま
し
た
が
大

変
に
盛
況
で
し
た
。

今
回
、
開
催
予
定
さ
れ
て
い
る
「
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
平
成
29
年

（
２
０
１
７
年
）
に
日
本
で
開
催
さ
れ

る
「
世
界
盆
栽
大
会
」
の
プ
レ
国
際
大

会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
西
洋
文
化
、
日
本
文
化

両
方
に
見
識
の
高
い
、
高
階
先
生
（
文

化
勲
章
受
章
者
）が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

更
に
外
国
の
方
が
二
〜
三
人
と
国
内
盆

栽
界
か
ら
二
人
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。大

変
意
義
深
い
内
容
に
な
る
と
期
待

し
て
お
り
、
当
協
会
は
積
極
的
に
協
力

し
参
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

日
時

　

平
成
28
年
２
月
11
日
（
祝
日
）

　
　

     

午
後 

１
時
〜
５
時
（
国
風
展
会
期
中
）

場
所

　

東
京
大
手
町　

    　

よ
み
う
り
ホ
ー
ル
（
予
定
）

主
催　

さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館

後
援　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
読
売
新
聞
（
予
定
）

協
賛　
（
一
般
社
）
日
本
盆
栽
協
会
（
予
定
）

　
　
　

日
本
盆
栽
作
家
協
会

２
０
１
３
年
、
中
国
・
西

安
で
開
催
さ
れ
た
「
唐
苑

的
世
界
盆
景
対
話
」
は
、
盆

栽
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

夜
明
け
と
も
言
え
る
大
会
と

な
っ
た
。
盆
栽
歴
史
の
源
流

と
な
る
地
で
、
世
界
各
国
よ

り
盆
栽
の
学
者
、
雑
誌
出
版

社
、
研
究
家
等
、
世
界
の
盆

栽
文
化
を
代
表
す
る
人
達
が

集
ま
り
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、

台
湾
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン

ス
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ト
ナ

ム
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア

等
、
多
く
の
国
々
よ
り
参
加
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
特
徴
あ
る

盆
栽
理
念
、
美
学
、
現
況
等

を
発
表
し
、
対
話
し
、
盆
栽
、

盆
景
の
理
論
を
共
有
で
き

た
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い

集
ま
り
で
あ
っ
た
と
い
え
ま

す
。

論
壇
の
最
初
に
筆
者
よ

り
、
問
題
を
提
出
し
て
い
た

事
項
（
中
国
盆
景
の
歴
史
、

思
想
、
作
風
、
美
意
識
、
自

然
を
写
す
こ
と
、
日
本
に
与

え
た
影
響
等
々
、
７
項
目
の

質
問
事
項
）
に
中
国
盆
景
芸

術
大
師
の
徐
民
凱
先
生
よ
り

回
答
を
頂
き
ま
し
た
が
、
そ

の
回
答
は
す
ば
ら
し
い
も
の

で
し
た
。

そ
れ
ら
の
論
説
に
よ
り
、

中
国
盆
景
の
何
た
る
か
を

知
る
こ
と
は
日
本
盆
栽
の
根

源
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
盆

栽
の
心
を
理
解
す
る
礎
と
な

り
、
盆
栽
作
家
の
精
神
を
高

揚
さ
せ
る
参
考
と
な
る
と
考

え
ま
す
。　
　

 

（
須
藤
雨
伯
）

（� 

論
説
の
詳
細
は
、Ｐ
６
の
「
盆

栽
、
水
石
の
源
流
を
探
る
」

を
参
照
下
さ
い
。）

「
唐
苑 

世
界
盆
景
対
話
」

		


　

２
０
１
３
年
10
月
２
日
〜
４
日

		


　

於　

中
国
・
西
安

日本盆栽作家協会　中国交流記



黒松（銘 君が代の松）
小林國雄
　石付き盆栽として三河黒松の代表的
な名木です。盆栽は個性と調和が
重要ですが、この樹のきき枝と石と
のバランスは、長い時間の持ち込み
よって格調高くなってきました。

五葉松　須藤雨伯 
この樹は、40 年くらい前にあまりに葉性が美しいので入手したものです。当時は、文人風で足元
のサバに寂びた味わいが有り、飄々（ひょうひょう）と枝が流れ、抑揚のある文人木でした。現在は、
幹に太味が増し、古色と風格が感じられます。

五葉松　阿部健一
この盆栽は、筏吹き株立ちで 30 年程、盆養を
続けているものです。株立ちは何幹立ちであろ
うと一幹一幹に姿を出してやり、その上で親子
のバランス、そして全体のバランスをとってや
る事に気配りして手入れを続けております。姿
の中に風が吹き抜ける余韻を感じて頂ければ幸
いです。

14

赤松　吹田勇雄
10 年以上前に山採取りのものを寄せ植えにした作品で
す。当時は右側にもう２本植えていたのですが、盆栽と
しての空間と流れを強調するため、それを省き、右流れ
を演出しました。鉢を薄い南蛮丸に移し変えたことに
よって、より広い空間が生まれ、品格が向上しました。

赤松　福舘 治
厳しい屈曲と野趣あふれるサバ幹の線をできるだけ強
調するように枝葉を落とし、整えました。文人盆栽と
は何かと強く考えさせられた作品です。厳しい環境で
生きる赤松の枯淡寂静を表現するよう心がけました。

オリーブ　ロレンツォ・アニョレッティ（イタリア）
春花園（東京都江戸川区）で修業し、今は日本盆栽作家協
会のヨーロッパ支部のプレジデントをしています。
これまでに何本もの山採りをしていますが、このオリーブ
もその一本です。

※ ３月に都合により、田中泰道氏が退会されました。
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